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アゲハチョウの全匪期間と幼虫期間を通じて， 1 日 7 時間だけの照明による短目処理を行って神経分
泌機能を抑制し，さらに踊化直後に脳神経節を除去することによって踊を人工的な休眠状態とし， 86個
体の前胸腺細胞を経時的に光顕及び電顕で観察した。光顕用には， Ephrussi-Beadle 液中で生鮮細胞の
位相差顕微鏡観察を行い，また Kahle 液，または Bou血液で固定してパラフィン切片を作製， へマト
キシリン・エオジン染色， Mazia の昇禾プロムフェノール・ブルー染色 (HgC1 2 -BPB)，及び Feulgen



























状の配列を示す。この open flower-arrangement 構造は，従来報告された有窓層板のうちでは極
めて特異な形態である。
論文の審査結果の要旨
細胞小器官の一つである有窓層板は各種動物の卵母細胞や培養細胞などで報告され，形態学的には主
として核膜との関連性において，その成因が論じられてきたが， これが他の既知の小器官とどのような
関係をもち，従って，どのような機能が想定されるかということは，従来不明とされていた。特に，ス
テロイドホルモン産生細胞におけるその機能的意義を論じた報告はない。
本研究は，アゲハチョウの人工休眠踊を用いτ昆虫の変態ステロイドホルモンであるエクジソンを分
泌する前胸腺細胞を，多数の個体について電子顕微鏡で観察することにより，有窓層板が，従来報告さ
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れたことがなかった特異な花弁状配列構造を介して，滑面小胞体膜を急速に供給する小器官であること
を初めて明らかにした。
以上のように，本論文は有窓層板の機能および形態に関して新しい知見を得たもので，医学博士の学
位論文に価するものと認定するO
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